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プランニングの流れ① ～アンケート実施～  
プランニングを行う前には、「アンケート」を使って、子供たちに学級の現状を自己評価させます。アンケ

ートは１０個の質問項目から構成されています。また、文末表現は「～できる学級です。」というように、自分自

身を評価するのではなく、学級全体を評価する表現となっています。 

アンケートを行う時には、「よりよい学級を一緒につくっていこう」「これからの学校生活をさらに

よいものにしていこう」「一人一人の考えている素直な気持ちを教えて」などという思いを伝えな

がら、子供たちの気持ちに寄り添った前向きな言葉掛けをします。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分自身の評価

ではなく、学級全

体に対する評価

です。 

プランニングを 

スムーズに進める

ために記入させ

ます。 

アンケートは 

１０分～１５分で 

実施できます。 
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プランニングの流れ② ～レーダーチャート作成～  

アンケート後には、エクセルにアンケート結果を入力し、学級全員の思いが集約されたレーダーチャートとプ

ランニングの時に使用するプランニングシートを作成します。 

 

「レーダーチャート作成表」への入力 

① 名前の行に学級に在籍する生徒の氏名を入力します。（下図の青枠内） 

② 名前の列にアンケート結果を数値で入力します。（下図の赤枠内） 

③ 結果を入力するとレーダーチャートとプランニングシートが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レーダーチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レーダーチャートで

は、以前に行ったア

ンケート結果と比較

できるようになって

います。 

＜商標＞  

Excel はマイクロソフトコーポ

レションの登録商標です。 

←①名前の行に学級に在籍する生徒の氏名を入力 

←②名前の列にアンケート結果を数値で入力 
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アンケートの自由記述に書かれた文章をエクセルのプランニングシートに入力してまとめます。そうすることで、プラ

ンニングの時に、具体的な場面や、子供たちの思いを学級全体で共有しやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由記述に書かれた

文章を入力します。同

じようなものは文末に

人数を入力します。 

(例) 
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プランニングの流れ③ ～プランニング当日～  

 

＜プランニングとは＞ 

レーダーチャートやプランニングシートを使って、学級の現状を把握して、さらに居

心地の良い学級にするための方法を考える時間です。 

 

＜プランニングのポイント＞  

① 最初は教師が司会をする。 

最初は教師の司会からはじめます。プランニングの実施回数が増え、生徒たちが話合いの流

れをイメージできるようになると、生徒による司会も可能です。 

 

② 「個人の時間→グループの時間→全体で共有する時間」の流れを意識する。 

初めから学級全体の話合いになると、発言力のある生徒たちの意見にかたよる場合がありま

す。個人で考える時間を設けることが大切です。また、グループの時間、全体で共有することを

通して、たくさんの考えを聞くことができるようにします。 

                 

③ 良い点、改善点を学級全体で共通理解する。 

 レーダーチャートを見ながら、学級の良い点と改善点を分析します。点数が低いところを取り

上げて理由を考える際には、個人名を取り上げない約束をすることで、点数が低いことが特定

の生徒や、一部の人たちのせいにならないようにします。 

 

④ 最後は自己決定させる。 

生徒たちが提案してきた解決策を参考にしながら、個人に目標を達成するための解決策を考

えさせます。個々の生徒が自分の目標を達成することをねらいとします。 
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学級活動指導案（略案） 

(１) 題材  プランニングをしよう 

(２) ねらい 

・レーダーチャートを見ながら、学級の良い点、改善点を共通理解し、学級の課題を見つける。 

・自分ができる改善策を考えることで、学級の課題解決に主体的に取り組ませる。 

(３) 準備物 

 ○プランニングシート×人数分 ○発表用ワークシート（Ｂ４白紙）×班数 ○ペン 

 （ 可能であれば・・・○パソコン ○プロジェクター ）     

(４) プランニングの流れ 

 活動内容 指導上の留意点 

導

入

１５

分 

【学級の現状を学級全体で共通理解する。】  

①プランニングの目的を確認する。 

「よりよい学級をみんなの考えと方法で作っていきたい」 

「これからの学校生活をさらによいものにしていきたい」 など 

 

②レーダーチャートを見ながら、学級の現状を全体で共通理解し、学級の課題を

みつける 

・例 点数が高い項目⇔学級の良い点 

点数が低い項目⇔学級の改善点（話し合いの中心となる議題） 

 

 

 

 

 

・可能であれば、パソコンを使ってレー

ダーチャートを提示する。 

 

展

開 

２５

分 

【個人及びグループで解決策を考え、全体で共有する。】  

③学級をさらに良くするための改善策を個人で考える。 

 ・プランニングシートに考えた改善策を記入する。 

 

④グループ活動のルールを確認する。 

 （ルール） ・自分で考えた改善策は必ず言う。 

      ・メンバーの考えを１～２つにまとめる。 

      ・まとまった意見を発表用ワークシートに清書する。 

 

⑤グループでまとめた改善策を発表し、黒板に発表用ワークシートを掲示する。 

 

⑥全グループが発表したら、同じような意見をまとめる。 

 

・プランニングシート配布 

 

 

・個人名は取り上げないことで、点数

が低いことが特定の生徒や、一部の

人たちのせいにならないようにする。 

・発表用ワークシート、ペン配布 

 

・グループ毎に代表者が発表する。 

 

 

ま

と

め 

１０

分 

【日常生活で実施する解決策を個人で決める】  

⑦発表された改善策を見ながら、自分ができる改善策を考え、プランニングシ

ートに記入する。 

 

⑧次回のプランニングまで、考えた改善策を実践する。 

 

・一人一人改善策が違っていてもよ

い。あくまで自己決定することを大切

にする。  

・次回のプランニングは約３週間後に

行うことを伝える。 
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